
全厚労の参加者全員でステージに上がりアピール

日　時

場　所

参加費

安斎育郎先生
（ビキニデー集会にて）

震災復興・脱原発に向けて、
　いま私たちにできることは？
震災復興・脱原発に向けて、
　いま私たちにできることは？
震災復興・脱原発に向けて、
　いま私たちにできることは？

　1940年、東京生ま
れ。９人兄弟の末っ子
で44年から５年間を
福島県二本松の疎開先
で暮らす。東京大学工
学部原子力工学科卒
（第１期生）、同大学院
博士課程修了、工学博
士。東大医学部助手等
を経て、86年より立

命館大学教授。95年より国際平和ミュージ
アム館長などを務める。国境なき手品師団・
名誉会員。
　原水爆禁止運動、原子力・原発問題のエ
キスパートの顔とともに、オカルトや「だ
まし」についての教育・講演でも有名。

第35回女性集会第35回女性集会

福島県磐梯熱海温泉・
華の湯（宿泊も）
※「美人の湯」と言われる30種類もの湯船が有名です。

原発事故からの
避難者の体験談など

安斎育郎さん

in福島 安斎育郎先生プロフィール

13時半～9日（土）正午

22,000円（１泊２食＋参加費）
特製トートバック付き

その他

フクシマのいまと原発・
放射能問題にどう向き合うか（仮題）

2012年6月8（金） 記念講演
安斎科学・平和事務所所長、（   立命館大学教授名誉教授   ）

主な企画

　1954年3月1日未明、アメリカは
太平洋マーシャル諸島・ビキニ環礁
で「ブラボー」と名付けた大規模な
水爆実験を実施。広島型の1000倍
を越える威力の水爆実験によって、
「死の灰」がアメリカの設定した「危
険水域」を越え、マーシャル諸島島
民や周辺海域で操業していた日本の
マグロ漁船などに降り注ぎ、海流・
気流に乗って全世界に広がりまし
た。この水爆実験から日本の核兵器
反対運動が大きく盛り上がり、翌年
には「核兵器禁止署名」が3200万
筆を越え、55年8月に初めての「原
水爆禁止世界大会」が始まります。
水着の「ビキニ」という名称はビキ
ニ環礁で原爆実験が行われ始めた
46年の世界的な衝撃に、フランス
のデザイナー、ルイ・レア－ルが自
らデザインしたセパレート型の水着
に名付けたことが由来です。

　
今
年
の
ビ
キ
ニ
デ
ー
は
、
昨
年
３
月
の
大
震
災
・
原

発
事
故
を
受
け
て
、
世
界
的
に
動
き
始
め
た
「
核
兵
器

廃
絶
・
全
面
禁
止
」
の
課
題
と
、
脱
原
発
・
自
然
エ
ネ

ル
ギ
ー
へ
の
転
換
を
め
ざ
す
運
動
が一体
に
な
っ
て
開
か

れ
た
の
が
特
徴
で
し
た
。全
厚
労
か
ら
は
、23
名
が
参
加
、

福
厚
労
か
ら
も
青
年
部
２
名
が
来
て
く
れ
ま
し
た
。

　
２
０
１
０
年
５
月
、
国
連

で
１
８
９
カ
国
が
参
加
し
て

核
不
拡
散
条
約
（
Ｎ
Ｐ
Ｔ
）

再
検
討
会
議
が
行
わ
れ
、「
核

兵
器
の
な
い
世
界
の
平
和
と

安
全
を
達
成
」
す
る
こ
と
を

決
め
ま
し
た
。
そ
し
て
昨
年

12
月
の
国
連
総
会
で
は
、
ニ

ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
や
メ
キ
シ

コ
な
ど
の
非
核
７
カ
国
が
提

案
し
た
新
ア
ジ
ェ
ン
ダ
連
合

の
「
核
兵
器
の
な
い
世
界
を

め
ざ
す
」
提
案
が
、
日
本
を

含
む
賛
成
１
６
９
カ
国
、
反

対
６
、
棄
権
６
の
圧
倒
的
な

多
数
で
採
択
さ
れ
る
な
ど
、

核
兵
器
廃
絶
の
声
が
世
界
の

ゆ
る
ぎ
な
い
流
れ
と
な
っ
て

い
ま
す
。
国
連
総
会
議
場
の

入
り
口
に
は
、
原
水
協
で
集

め
た
７
０
０
万
筆
の
署
名
が

納
め
ら
れ
た
高
さ
３
メ
ー
ト

ル
の
ツ
イ
ン
タ
ワ
ー
が
設
置

さ
れ
て
、
核
兵
器
廃
絶
を
訴

え
続
け
て
い
ま
す
。

　
２
月
29
日
の
原
水
協
集
会

に
は
１
６
０
０
人
、
翌
日
の

第
五
福
竜
丸
・
久
保
山
愛
吉

さ
ん
の
墓
参
行
進
・
ビ
キ
ニ

デ
ー
集
会
に
は
、１
８
０
０
人

の
参
加
者
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　
開
会
集
会
で
は
、
全
厚
労

と
し
て
参
加
者
全
員
で
ス
テ

ー
ジ
に
登
壇
、「
生
活
と
医

療
と
平
和
を
守
る
」
と
い
う

全
厚
労
の
方
針
を
実
践
し
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
平
和
運
動

を
強
め
る
こ
と
を
力
強
く
宣

言
し
ま
し
た
。
ま
た
集
会
で

は
全
て
の
人
が
手
を
繋
ぎ

「
ウ
ィ
シ
ャ
ル
オ
ー
バ
ー
カ

ム
（
黒
人
公
民
権
運
動
の
象

徴
の
歌
）」
を
参
加
者
み
ん

な
で
熱
唱
し
ま
し
た
。

　
全
厚
労
平
和
委
員
会
で
は
、

７
月
15
〜
16
日
に
独
自
の

「
平
和
集
会
」
を
企
画
し
、
神

奈
川
県
横
須
賀
市
で
米
軍
基

地
被
害
や
日
米
安
保
の
問
題

等
を
学
ぶ
予
定
で
す
。

　
３
月
11
日
に
震
災
１
周
年

を
迎
え
ま
し
た
が
、
復
興
や

エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換
の
課
題
は

長
い
取
り
組
み
が
必
要
に
な

り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
が
た
た

か
い
で
す
。
み
ん
な
が
ん
ば

り
ま
し
ょ
う
！

○
脱
原
発
の
分
科
会
に
参
加
。

福
島
の
人
た
ち
が
県
外
の
人

と
の
温
度
差
を
感
じ
た
り
、

子
ど
も
た
ち
が
首
か
ら
線
量

計
を
ぶ
ら
さ
げ
て
遊
ん
で
い

た
り
な
ど
の
話
を
聞
い
た
。

被
害
に
遭
っ
た
人
々
の
悔
し

さ
や
あ
ち
こ
ち
で
行
わ
れ
て

い
る
支
援
活
動
を
聞
い
て
、

支
援
を
続
け
る
こ
と
が
大
切

と
感
じ
た
（
大
分
）

○
ビ
キ
ニ
事
件
に
つ
い
て
初
め

て
知
っ
た
。
大
石
又
七
さ
ん

の
56
年
前
の
実
体
験
を
聞
き
、

改
め
て
原
爆
、
核
の
怖
さ
を

感
じ
た
。
自
分
に
で
き
る
こ

と
を
学
び
考
え
て
い
き
た
い

（
福
島
）

○
安
斎
先
生
が
「
核
兵
器
を
大

量
に
保
有
す
る
ア
メ
リ
カ
が
、

北
朝
鮮
や
イ
ラ
ン
に
核
開
発

を
す
る
な
と
言
っ
て
も
ヘ
ビ
ー

ス
モ
ー
カ
ー
が
禁
煙
運
動
を

し
て
い
る
よ
う
な
も
の
」
と

言
っ
た
こ
と
に
ま
さ
に
そ
の

通
り
と
感
じ
た
。
私
た
ち
も

分
か
り
や
す
い
言
葉
で
伝
え

て
い
く
こ
と
の
大
事
さ
を
感

じ
ま
し
た
（
茨
城
）

○
大
石
さ
ん
の
生
々
し
い
体
験

談
は
身
の
毛
が
よ
だ
つ
も
の

だ
っ
た
。「
弱
い
立
場
の
人
に

は
何
を
や
っ
て
も
い
い
」
と
い

う
姿
勢
が
ア
メ
リ
カ
に
感
じ

ら
れ
怒
り
が
沸
い
て
き
た
。

「
ビ
キ
ニ
と
福
島
は
同
じ
」
と

大
石
さ
ん
が
言
っ
て
い
た
。

真
実
を
隠
す
体
質
が
今
も
昔

も
変
わ
っ
て
い
な
い
こ
と
が

残
念
だ
っ
た
（
秋
田
）

核兵器と原発、再び 起こさない世界へ核兵器と原発、再び 起こさない世界へ核兵器と原発、再び
３・１ビキニデー集会で強い決意３・１ビキニデー集会で強い決意

3・11 東京・井の頭公園に8000人
「原発ゼロ」へ、子どもたちが訴え

「核被害」「核被害」「核被害」起こさない世界へ

震災復興・脱原発へ震災復興・脱原発へ
震災１周年震災１周年震災１周年

【1面】3・1ビキニデー、震災1周年
【2面】三北、西日本、東海ブロック集会
　　　日本医労連中央行動
【3面】お仕事探検隊⑦臨床工学技士

東京都台東区入谷
１－９－５
０３－３８７４－３５９１
０３－３８７４－３５９３

〒110-
0013
ＴＥＬ
ＦＡＸ

今号のわだい今号のわだい今号のわだい

（1） 2012年３月20日 第386号全 厚 労 ニ ュ ー ス



　
労
働
基
準
法
１９
条
に
よ
り
、
産

前
産
後
の
休
暇
中
と
そ
の
後
３０
日

間
は
労
働
者
を
解
雇
す
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。
こ
の
規
定
は
産
前

産
後
に
限
ら
ず
業
務
上
の
負
傷
や

疾
病
の
た
め
の
療
養
中
も
同
様
に

解
雇
が
規
制
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
時
期
を
問
わ
ず
女
性
労

働
者
の
婚
姻
、
妊
娠
、
出
産
、
出

産
休
暇
等
の
権
利
行
使
を
理
由
と

し
た
解
雇
、
そ
の
他
の
不
利
益
な

取
り
扱
い
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
妊
娠
中
お
よ
び
出
産
後
1

年
を
経
過
し
な
い
女
性
労
働
者

（
妊
産
婦
）
の
解
雇
は
、
事
業
主

が
他
の
正
当
な
理
由
を
証
明
し
な

い
限
り
民
事
上
無
効
と
な
り
ま
す
。

（
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
9
条
4

項
）

　
日
本
航
空
の
不
当
整
理
解
雇
事

件
で
は
産
休
中
の
女
性
に
対
し
、

出
産
１７
日
か
ら
退
職
強
要
が
行
わ

れ
、
整
理
解
雇
さ
れ
た
事
が
意
見

陳
述
で
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

労
基
法
１９
条
違
反
で
あ
り
、
3
月

３０
日
に
出
さ
れ
る
判
決
に
お
い
て

解
雇
が
撤
回
さ
れ
る
も
の
と
思
わ

れ
ま
す
。

職
場
で
大
切
な
権
利
を
ク
イ
ズ
形
式
で
学
ん
で
い
き
ま
す

QQQ 産前産後休暇中の労働者を解雇することは
法律により禁止されている 

○
AAA

　
透
析
中
は
血
液
流
量
の
制
御
や
血
圧
の

モ
ニ
タ
ー
な
ど
体
調
管
理
が
必
要
で
、
患

者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
大
事
で

す
。

　
腎
セ
ン
タ
ー
で
は
、「
長
生
き
で
き
る

透
析
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
し
て
い
ま
す
。
技

士
は
透
析
回
路
準
備
、
シ
ャ
ン
ト
穿
刺
、

機
器
保
守
管
理
な
ど
多
忙
で
す
が
、
看
護

師
と
の
共
同
作
業
（
ス
キ
ル
ミ
ッ
ク
ス
）

が
必
須
で
す
。
血
圧
管
理
や
検
査
値
評
価

な
ど
を
互
い
の
立
場
か
ら
分
析
・
情
報
交

換
し
て
い
ま
す
。
ま
た
月
１
回
行
わ
れ
る

カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
で
は
、
各
患
者
に
見

合
っ
た
透
析
を
心
掛
け
、
ダ
イ
ア
ラ
イ

ザ
ー
の
調
整
等
、
工
夫
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
は
必
須

　
技
士
と
し
て
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
維
持

の
た
め
に
は
、
学
ぶ
こ
と
は
必
要
不
可
欠

で
す
。
日
本
透
析
医
学
会
や
臨
床
工
学
技

士
関
連
学
会
な
ど
へ
学
会
発
表
等
を
行
っ

て
い
ま
す
。
医
学
と
工
学
の
知
識
が
求
め

ら
れ
る
資
格
で
す
。
昨
今
、
医
療
機
器
の

多
様
化
・
高
度
化
が
進
み
、
医
療
の
安
全

確
保
と
質
の
向
上
が
求
め
ら
れ
る
中
、
各

種
認
定
制
度
が
樹
立
し
て
い
ま
す
。
資
格

取
得
へ
向
け
た
研
修
会
へ
の
参
加
を
積
極

的
に
行
い
、
よ
り
安
全
な
医
療
へ
の
貢
献

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

●
腎
臓
病
教
室

　
病
院
に
は
、「
あ
な
た
の
よ
り
よ
い
人

生
の
た
め
に
、
ス
タ
ッ
フ
全
員
で
末
長
く

『
こ
ま
め
』
に
見
守
っ
て
い
く
つ
も
り
で

す
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
参
照
）」
と
い
う
腎

臓
病
教
室
「
こ
ま
め
会
」
が
あ
り
ま
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
院
内
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
患
者

へ
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、
臨
床
工
学
技

士
は
、「
慢
性
腎
不
全
の
治
療
に
つ
い
て
」

と
題
し
て
お
話
し
て
い
ま
す
。

●
職
場
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
？

　
春
の
花
見
会
や
夏
の
ビ
ア
・
ガ
ー
デ
ン
、

冬
の
忘
年
会
な
ど
行
っ
て
い
ま
す
。
中
で

も
毎
年
10
月
に
行
っ
て
い
る
腎
セ
ン
タ
ー

ス
タ
ッ
フ
と
患
者
を
交
え
た
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
で
は
日
々
の
辛
い
治
療
を
忘
れ
て

家
族
ぐ
る
み
で
交
流
を
は
か
っ
て
い
ま
す
。

（
あ
く
ま
で
も
ノ
ン
ア
ル
コ
ー
ル
で
…
）

●
臨
床
工
学
技
士
は   10
名

　
病
院
内
に
は
腎
セ
ン
タ
ー
に
所
属
す
る

7
名
の
他
に
、
循
環
器
内
科
に
所
属
す
る

3
名
の
臨
床
工
学
技
士
が
い
ま
す
、
現
在

は
、
両
所
属
間
で
の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
は

行
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
将
来
的
に
は
臨

床
工
学
部
門
と
し
て
の
確
立
も
考
え
て
い

る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
多
忙
の
中
、
取
材
に
協
力
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
臨
床
工
学
技
士
の
皆
様
、
有
難

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

●
腎
セ
ン
タ
ー
の
特
徴

　
病
院
３
階
に
あ
る
透
析
施
設
で
、
55
床

を
有
し
ま
す
。
臨
床
工
学
技
士
７
名
、
看

護
師
14
名
、
医
師
5
名
（
病
院
長
の
橋
本

先
生
を
は
じ
め
泌
尿
器
科
）
が
配
属
さ
れ

て
い
ま
す
。
患
者
も
増
え
て
、
日
曜
日
を

除
く
毎
日
、
２
ク
ー
ル
（
９:

00
〜
と
14 :

10
〜
）
の
透
析
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

1
8
5
名
の
患
者
の
透
析
を
管
理
し
て
い

ま
す
。

　
平
成
7
年
に
開
設
さ
れ
、
日
本
泌
尿
器

科
学
会
専
門
医
教
育
認
定
施
設
、
日
本
透

析
医
学
会
認
定
施
設
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
血
液
透
析
は
、
腎
臓
機
能
の
低
下
を
補

う
も
の
で
、
患
者
の
前
腕
の
動
脈
・
静
脈

を
つ
な
い
だ
シ
ャ
ン
ト
か
ら
血
液
を
体
外

へ
取
り
出
し
、
ダ
イ
ア
ラ
イ
ザ
ー
（
透
析

器
・
膜
）
を
通
し
て
、
老
廃
物
や
過
剰
水

分
等
を
取
り
除
い
て
、
体
内
に
戻
し
ま
す
。

患
者
は
、
１
〜
２
日
お
き
に
、
１
ク
ー
ル

４
時
間
程
度
を
腎
セ
ン
タ
ー
で
過
ご
す
こ

と
に
な
り
、
ま
た
長
期
の
付
き
合
い
に
な

り
ま
す
。

臨
床
工
学
技
士
の
お
仕
事

臨
床
工
学
技
士
の
お
仕
事

麻植協同病院

7

J
A
徳
島
厚
生
連

麻
植
協
同
病
院

臨床工学技士臨床工学技士臨床工学技士 普
段
交
流
の
な
い
病
棟
、
あ
の
職
場
に
も
組
合
の
仲
間
が
働
い
て
い
ま
す
。

お
互
い
の
仕
事
を
知
る
こ
と
で
、
想
い
や
願
い
が
見
え
て
き
ま
す
。

全
厚
労
教
宣
部
員
が
隔
月
で
職
場
訪
問
を
し
て
い
き
ま
す
。

徳島県吉野川市に、昭
和22年に開設され、
一般病床数323床（う
ち開放型病床55床）
を有します。数多くの
指定・認定を受ける総
合病院で、数年後には
病院改築を控えていま
す。病院名「麻植」の
読みは「おえ」です。

人工心肺装置、人工呼吸器、人工透析などの
各種医療機器の操作と点検を専門とする医療
技術職です。チーム医療の一員として、手術
室・ICU・心カテ室・透析施設、医療機器セ
ンターなどで、医療機器を用いて、いのちを
支える仕事を行います。医療機器の高度化・
IT化などの進展にともない1987年に制定さ
れた比較的新しい専門職です。

　
今
回
の
お
し
ご
と
探
検
隊
は
、「
臨
床
工
学
技
士
」
を
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
し
ま
し
た
。
臨

床
工
学
技
士
の
業
務
は
、医
療
機
器
に
関
わ
る
す
べ
て
と
い
う
幅
広
さ
の
中
か
ら
、今
回
は
、

血
液
透
析
療
法
を
主
に
紹
介
し
ま
す
。
麻
植
協
同
病
院
腎
セ
ン
タ
ー
を
直
撃
し
ま
し
た
。

　
３
月
10
〜
11
日
、
三
重
県
賢

島
に
て
、
東
海
ブ
ロ
ッ
ク
春
期

学
習
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

東
海
４
県
か
ら
84
名
が
集
ま
り
、

学
習
と
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　
初
日
は
、
上
野
行
良
さ
ん

（
福
岡
県
立
大
学
教
授
）
か
ら
、

「
ス
ト
レ
ス
と
人
間
関
係
〜
イ

ラ
イ
ラ
と
落
ち
込
み
の
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
」
と
題
し
て
の
講
演
を

頂
き
ま
し
た
。

　
上
野
先
生
は
、「
ス
ト
レ
ス
」

は
必
ず
あ
る
も
の
、
イ
ラ
イ
ラ

や
落
ち
込
み
を
感
じ
た
ら
、
そ

れ
は
「
心
」
で
は
な
く
「
身
体
」

が
疲
労
し
て
い
る
証
拠
、
ま
ず

「
寝
る
（
睡
眠
）」
こ
と
が
重
要
、

「
癒
し
（
ヒ
ー
リ
ン
グ
）」
は
、

「
疲
労
感
」
を
取
る
こ
と
は
出

来
て
も
、「
疲
労
」
が
取
れ
て

い
る
わ
け
で
は
な
い
と
指
摘
さ

れ
ま
し
た
。

　
ま
た
人
間
関
係
で
、「
辛
い
」

こ
と
を
分
か
っ
て
欲
し
い
と

思
っ
て
「
辛
い
表
情
や
態
度
」

を
と
っ
て
も
相
手
は

理
解
し
て
く
れ
ず
、

逆
に
「
私
が
き
ら
い

な
の
？
」
と
思
わ
れ

て
、
人
間
関
係
を
疎

遠
に
し
て
し
ま
う
だ

け
、「
笑
顔
」
で
接

す
る
方
が
忠
告
も
意

見
も
聞
い
て
も
ら
え

る
し
、「
笑
顔
」
を

作
る
だ
け
で
も
人
間

は
「
幸
せ
」
を
感
じ

や
す
く
な
る
と
話
さ

れ
ま
し
た
。

　
そ
し
て
「
ス
ト
レ

ス
」
が
心
に
悪
影
響
を
与
え
に

く
く
す
る
方
法
に
は
、
運
動

（
特
に
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
）
が
効

果
的
で
、
ス
ト
レ
ス
を
受
け
て

も
、
ス
ト
レ
ス
を
心
に
受
け
に

く
く
な
る
と
対
策
を
お
話
さ
れ

ま
し
た
。

　
講
演
の
後
は
、
４
年
前
に
は

風
雨
で
中
止
に
な
っ
た
「
あ
ご

湾
ク
ル
ー
ズ
」
を
楽
し
み
ま
し

た
。

　３月７～８日、日本医労連12春闘中央行動が行われ、全国から
約３００名が集まりました。全厚労からは前日の中執会議参加者
と当日からの各県労組のメンバーを加え、約20名が参加。政府
交渉団と国会議員要請団に分かれて、「医師・看護師増員、社
会保障拡充」を求めて行動しました。
　国会行動では衆議院議員２２０名、参議院議員１２４名に要請し、
新たに紹介議員４名（計35名）、賛同１名（計12名）になりました。
既に紹介議員になっていただいた議員には集まった署名を手渡し
ました。
　２日目の国会前座り込みは、前日の暖かさから一転、寒風と
小雨がぱらつく中での行動になりました。200名の白衣の行動
隊が寒さを堪えながら、国会に向けてリレートーク。被災地３県
を始め、厳しい現場実態を訴えました。

労
働
な
ど
労
基
法
違
反
を
な
く

し
て
い
こ
う
」
と
参
加
者
み
ん

な
で
確
認
し
ま
し
た
。

　
２
月
25
〜
26
日
、
香
川
県
丸

亀
市
に
お
い
て
西
日
本
ブ
ロ
ッ

ク
春
闘
討
論
集
会
が
行
わ
れ
、

１
０
５
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
今
年
の
集
会
で
は
、
昨
年
も

好
評
だ
っ
た
「
模
擬
団
交
」
を

さ
ら
に
発
展
さ
せ
、
各
県
で
課

題
と
な
っ
て
い
る
要
求
で
具
体

的
に
団
体
交
渉
を
行
お
う
と
、

代
表
３
県
の
執
行
部
が
そ
れ
ぞ

れ
に
追
及
す
る
形
式
を
取
り
ま

し
た
。

　
要
求
は
、
吉
田
労
組
が
「
看

護
研
究
の
時
間
外
賃
金
支
払

い
」
に
つ
い
て
、
大
分
か
ら
は

「
長
時
間
２
交
替
勤
務
の
導
入

問
題
」、
徳
島
で
は
「
ベ
ア
獲

得
と
勤
務
間
隔
12
時
間
以
上
」

で
、
そ
れ
ぞ
れ
30
分
程
度
、
全

厚
労
O
B
ら
を
経
営
者
に
見
立

て
て
交
渉
し
ま
し
た
。

　
労
組
側
は
い
つ
も
の
執
行
部

メ
ン
バ
ー
と
切
実
な
要
求
と
い

う
こ
と
で
、
職
場
の
具
体
的
な

実
態
を
出
し
て
の
追
及
や
本
音

の
交
渉
が
体
験
で
き
た
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
２
日
目
朝
に
行
わ
れ
た
記
念

講
演
で
は
、
お
馴
染
み
佐
々
木

司
先
生
か
ら
、
新
し
い
知
見
を

含
め
て
、
看
護
師
の
夜
勤
交
替

制
勤
務
の
有
害
性
を
踏
ま
え
た

負
担
軽
減
策
を
学
び
ま
し
た
。

　
そ
の
後
は
３
つ
の
分
散
会
に

分
か
れ
、
現
場
の
状
況
や
春
闘

で
の
課
題
に
つ
い
て
討
論
。
職

場
毎
に
多
様
な
問
題
や
要
求
が

あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
が
、

「
小
さ
な
こ
と
で
も
要
求
と
し

て
取
り
上
げ
、
団
体
交
渉
で

し
っ
か
り
と
訴
え
て
い
こ
う
」

「
法
律
を
学
ん
で
労
働
者
の
権

利
を
行
使
し
、
不
払
い

て
自
分
が
で
き
る
こ
と
か
ら
何

か
し
よ
う
！
と
い
う
こ
と
を
自

分
に
決
め
ま
し
た
。

　
今
も
な
お
、
復
興
の
真
っ
只

中
で
が
ん
ば
っ
て

い
る
福
厚
労
の
た

め
に
も
、
春
闘
に

向
け
て
絆
を
深
め
団
結
し
て
要

求
実
現
に
向
け
て
が
ん
ば
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

新
厚
労
　
和
田
祐
輔

　
２
月
10
日
、
三
北
ブ
ロ
ッ
ク

春
闘
討
論
集
会
が
福
島
市
で
行

わ
れ
、
42
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
集
会
の
前
に
東
日
本

大
震
災
で
大
き
な
被
害
を
受
け
、

今
も
な
お
福
島
第
一
原
発
の
放

射
能
被
害
に
よ
り
復
旧
の
目
途

が
立
た
な
い
南
相
馬
市
を
訪
れ

ま
し
た
。
福
厚
労
元
中
央
副
執

行
委
員
長
の
菅
野
晴
夫
さ
ん
よ

り
、
南
相
馬
市
の
仮
設
住
宅
、

福
島
第
一
原
発
の
20
キ
ロ
警
戒

区
域
の
検
問
所
、
津
波
の
被
害

を
受
け
た
地
区
を
説
明
と
と
も

に
案
内
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
震
災
か
ら
１
年
が
経
過
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
が
、
今
も
な

お
国
道
の
横
に
は
津
波
で
流
さ

れ
た
漁
船
が
撤
去
さ
れ
な
い
ま

ま
残
さ
れ
て
い
た
り
、
処
理
で

き
な
い
ま
ま
の
山
積
み
の
が
れ

き
や
営
業
し
て
い
な
い
多
く
の

店
舗
等
、
実
際
の
目
に
映
っ
た

光
景
は
復
興
と
い
う
に
は
ま
だ

ま
だ
程
遠
い
光
景
で
し
た
。
津

波
の
被
害
を
受
け
た
地
域
を
訪

れ
た
時
、
実
際
に
自
分
の
目
で

見
る
光
景
は
広
域
に
わ
た
り
津

波
で
す
べ
て
が
流
さ
れ
、
住
宅

地
図
に
は
名
前
が
あ
る
も
の
の
、

そ
の
あ
る
は
ず
の
家
が
津
波
で

す
べ
て
が
流
さ
れ
、
家
の
基
礎

だ
け
が
残
っ
て
生
活
し
て
い
た

環
境
が
す
べ
て
な
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
と
い
う
光
景
で
し
た
。

今
ま
で
テ
レ
ビ
を
通
じ
て
見
て

い
た
光
景
も
自
分
の
目
で
見
た

と
き
、
今
見
て
い
る
光
景
が
現

実
だ
と
い
う
こ
と
を
受
け
入
れ

る
こ
と
が
で
き
ず
、

な
ん
て
言
葉
を
出

し
て
い
い
か
わ
か

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

私
た
ち
が
当
た
り

前
と
思
い
生
活
し

て
い
る
こ
と
が
当

た
り
前
で
な
い
多

く
の
人
が
い
る
と

い
う
こ
と
、
不
自

由
の
な
い
生
活
を

し
て
い
る
自
分
に

と
っ
て
多
く
の
こ

と
を
考
え
さ
せ
ら

れ
ま
し
た
。
そ
し

産別中央行動に300名
寒風の国会前座り込みも寒風の国会前座り込みも

〜
南
相
馬
を
訪
れ
て
〜

三
北
ブ
ロ
ッ
ク

東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
へ

東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
へ

西
日
本
ブ
ロ
ッ
ク

模
擬
団
交
で
実
践
的
に

春
闘
を
た
た
か
う
決
意
へ

模
擬
団
交
で
実
践
的
に

春
闘
を
た
た
か
う
決
意
へ

東
海
ブ
ロ
ッ
ク

忙
し
い
、大
変
だ
か
ら
こ
そ

ス
ト
レ
ス
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を

忙
し
い
、大
変
だ
か
ら
こ
そ

ス
ト
レ
ス
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を

藤本技士長、大塚技士と看護師スタッフ

何もかも流された南相馬の町並み

▲
打
ち
上
げ
ら
れ
た
漁
船

攻める徳厚労の執行部

受
け
る
会
の
経
営
陣

冷たい雨の降る中、白衣で座り込む医療労働者の仲間たち 良好な人間関係づくりについて話す上野先生

全厚労

（3） 2012年３月20日 第386号全 厚 労 ニ ュ ー ス （2）2012年３月20日 第386号全 厚 労 ニ ュ ー ス



　
労
働
基
準
法
１９
条
に
よ
り
、
産

前
産
後
の
休
暇
中
と
そ
の
後
３０
日

間
は
労
働
者
を
解
雇
す
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。
こ
の
規
定
は
産
前

産
後
に
限
ら
ず
業
務
上
の
負
傷
や

疾
病
の
た
め
の
療
養
中
も
同
様
に

解
雇
が
規
制
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
時
期
を
問
わ
ず
女
性
労

働
者
の
婚
姻
、
妊
娠
、
出
産
、
出

産
休
暇
等
の
権
利
行
使
を
理
由
と

し
た
解
雇
、
そ
の
他
の
不
利
益
な

取
り
扱
い
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
妊
娠
中
お
よ
び
出
産
後
1

年
を
経
過
し
な
い
女
性
労
働
者

（
妊
産
婦
）
の
解
雇
は
、
事
業
主

が
他
の
正
当
な
理
由
を
証
明
し
な

い
限
り
民
事
上
無
効
と
な
り
ま
す
。

（
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
9
条
4

項
）

　
日
本
航
空
の
不
当
整
理
解
雇
事

件
で
は
産
休
中
の
女
性
に
対
し
、

出
産
１７
日
か
ら
退
職
強
要
が
行
わ

れ
、
整
理
解
雇
さ
れ
た
事
が
意
見

陳
述
で
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

労
基
法
１９
条
違
反
で
あ
り
、
3
月

３０
日
に
出
さ
れ
る
判
決
に
お
い
て

解
雇
が
撤
回
さ
れ
る
も
の
と
思
わ

れ
ま
す
。

職
場
で
大
切
な
権
利
を
ク
イ
ズ
形
式
で
学
ん
で
い
き
ま
す

QQQ 産前産後休暇中の労働者を解雇することは
法律により禁止されている 
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透
析
中
は
血
液
流
量
の
制
御
や
血
圧
の

モ
ニ
タ
ー
な
ど
体
調
管
理
が
必
要
で
、
患

者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
大
事
で

す
。

　
腎
セ
ン
タ
ー
で
は
、「
長
生
き
で
き
る

透
析
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
し
て
い
ま
す
。
技

士
は
透
析
回
路
準
備
、
シ
ャ
ン
ト
穿
刺
、

機
器
保
守
管
理
な
ど
多
忙
で
す
が
、
看
護

師
と
の
共
同
作
業
（
ス
キ
ル
ミ
ッ
ク
ス
）

が
必
須
で
す
。
血
圧
管
理
や
検
査
値
評
価

な
ど
を
互
い
の
立
場
か
ら
分
析
・
情
報
交

換
し
て
い
ま
す
。
ま
た
月
１
回
行
わ
れ
る

カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
で
は
、
各
患
者
に
見

合
っ
た
透
析
を
心
掛
け
、
ダ
イ
ア
ラ
イ

ザ
ー
の
調
整
等
、
工
夫
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
は
必
須

　
技
士
と
し
て
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
維
持

の
た
め
に
は
、
学
ぶ
こ
と
は
必
要
不
可
欠

で
す
。
日
本
透
析
医
学
会
や
臨
床
工
学
技

士
関
連
学
会
な
ど
へ
学
会
発
表
等
を
行
っ

て
い
ま
す
。
医
学
と
工
学
の
知
識
が
求
め

ら
れ
る
資
格
で
す
。
昨
今
、
医
療
機
器
の

多
様
化
・
高
度
化
が
進
み
、
医
療
の
安
全

確
保
と
質
の
向
上
が
求
め
ら
れ
る
中
、
各

種
認
定
制
度
が
樹
立
し
て
い
ま
す
。
資
格

取
得
へ
向
け
た
研
修
会
へ
の
参
加
を
積
極

的
に
行
い
、
よ
り
安
全
な
医
療
へ
の
貢
献

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

●
腎
臓
病
教
室

　
病
院
に
は
、「
あ
な
た
の
よ
り
よ
い
人

生
の
た
め
に
、
ス
タ
ッ
フ
全
員
で
末
長
く

『
こ
ま
め
』
に
見
守
っ
て
い
く
つ
も
り
で

す
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
参
照
）」
と
い
う
腎

臓
病
教
室
「
こ
ま
め
会
」
が
あ
り
ま
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
院
内
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
患
者

へ
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、
臨
床
工
学
技

士
は
、「
慢
性
腎
不
全
の
治
療
に
つ
い
て
」

と
題
し
て
お
話
し
て
い
ま
す
。

●
職
場
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
？

　
春
の
花
見
会
や
夏
の
ビ
ア
・
ガ
ー
デ
ン
、

冬
の
忘
年
会
な
ど
行
っ
て
い
ま
す
。
中
で

も
毎
年
10
月
に
行
っ
て
い
る
腎
セ
ン
タ
ー

ス
タ
ッ
フ
と
患
者
を
交
え
た
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
で
は
日
々
の
辛
い
治
療
を
忘
れ
て

家
族
ぐ
る
み
で
交
流
を
は
か
っ
て
い
ま
す
。

（
あ
く
ま
で
も
ノ
ン
ア
ル
コ
ー
ル
で
…
）

●
臨
床
工
学
技
士
は   10
名

　
病
院
内
に
は
腎
セ
ン
タ
ー
に
所
属
す
る

7
名
の
他
に
、
循
環
器
内
科
に
所
属
す
る

3
名
の
臨
床
工
学
技
士
が
い
ま
す
、
現
在

は
、
両
所
属
間
で
の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
は

行
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
将
来
的
に
は
臨

床
工
学
部
門
と
し
て
の
確
立
も
考
え
て
い

る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
多
忙
の
中
、
取
材
に
協
力
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
臨
床
工
学
技
士
の
皆
様
、
有
難

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

●
腎
セ
ン
タ
ー
の
特
徴

　
病
院
３
階
に
あ
る
透
析
施
設
で
、
55
床

を
有
し
ま
す
。
臨
床
工
学
技
士
７
名
、
看

護
師
14
名
、
医
師
5
名
（
病
院
長
の
橋
本

先
生
を
は
じ
め
泌
尿
器
科
）
が
配
属
さ
れ

て
い
ま
す
。
患
者
も
増
え
て
、
日
曜
日
を

除
く
毎
日
、
２
ク
ー
ル
（
９:

00
〜
と
14 :

10
〜
）
の
透
析
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

1
8
5
名
の
患
者
の
透
析
を
管
理
し
て
い

ま
す
。

　
平
成
7
年
に
開
設
さ
れ
、
日
本
泌
尿
器

科
学
会
専
門
医
教
育
認
定
施
設
、
日
本
透

析
医
学
会
認
定
施
設
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
血
液
透
析
は
、
腎
臓
機
能
の
低
下
を
補

う
も
の
で
、
患
者
の
前
腕
の
動
脈
・
静
脈

を
つ
な
い
だ
シ
ャ
ン
ト
か
ら
血
液
を
体
外

へ
取
り
出
し
、
ダ
イ
ア
ラ
イ
ザ
ー
（
透
析

器
・
膜
）
を
通
し
て
、
老
廃
物
や
過
剰
水

分
等
を
取
り
除
い
て
、
体
内
に
戻
し
ま
す
。

患
者
は
、
１
〜
２
日
お
き
に
、
１
ク
ー
ル

４
時
間
程
度
を
腎
セ
ン
タ
ー
で
過
ご
す
こ

と
に
な
り
、
ま
た
長
期
の
付
き
合
い
に
な

り
ま
す
。

臨
床
工
学
技
士
の
お
仕
事

臨
床
工
学
技
士
の
お
仕
事

麻植協同病院
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J
A
徳
島
厚
生
連

麻
植
協
同
病
院

臨床工学技士臨床工学技士臨床工学技士 普
段
交
流
の
な
い
病
棟
、
あ
の
職
場
に
も
組
合
の
仲
間
が
働
い
て
い
ま
す
。

お
互
い
の
仕
事
を
知
る
こ
と
で
、
想
い
や
願
い
が
見
え
て
き
ま
す
。

全
厚
労
教
宣
部
員
が
隔
月
で
職
場
訪
問
を
し
て
い
き
ま
す
。

徳島県吉野川市に、昭
和22年に開設され、
一般病床数323床（う
ち開放型病床55床）
を有します。数多くの
指定・認定を受ける総
合病院で、数年後には
病院改築を控えていま
す。病院名「麻植」の
読みは「おえ」です。

人工心肺装置、人工呼吸器、人工透析などの
各種医療機器の操作と点検を専門とする医療
技術職です。チーム医療の一員として、手術
室・ICU・心カテ室・透析施設、医療機器セ
ンターなどで、医療機器を用いて、いのちを
支える仕事を行います。医療機器の高度化・
IT化などの進展にともない1987年に制定さ
れた比較的新しい専門職です。

　
今
回
の
お
し
ご
と
探
検
隊
は
、「
臨
床
工
学
技
士
」
を
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
し
ま
し
た
。
臨

床
工
学
技
士
の
業
務
は
、医
療
機
器
に
関
わ
る
す
べ
て
と
い
う
幅
広
さ
の
中
か
ら
、今
回
は
、

血
液
透
析
療
法
を
主
に
紹
介
し
ま
す
。
麻
植
協
同
病
院
腎
セ
ン
タ
ー
を
直
撃
し
ま
し
た
。

　
３
月
10
〜
11
日
、
三
重
県
賢

島
に
て
、
東
海
ブ
ロ
ッ
ク
春
期

学
習
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

東
海
４
県
か
ら
84
名
が
集
ま
り
、

学
習
と
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　
初
日
は
、
上
野
行
良
さ
ん

（
福
岡
県
立
大
学
教
授
）
か
ら
、

「
ス
ト
レ
ス
と
人
間
関
係
〜
イ

ラ
イ
ラ
と
落
ち
込
み
の
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
」
と
題
し
て
の
講
演
を

頂
き
ま
し
た
。

　
上
野
先
生
は
、「
ス
ト
レ
ス
」

は
必
ず
あ
る
も
の
、
イ
ラ
イ
ラ

や
落
ち
込
み
を
感
じ
た
ら
、
そ

れ
は
「
心
」
で
は
な
く
「
身
体
」

が
疲
労
し
て
い
る
証
拠
、
ま
ず

「
寝
る
（
睡
眠
）」
こ
と
が
重
要
、

「
癒
し
（
ヒ
ー
リ
ン
グ
）」
は
、

「
疲
労
感
」
を
取
る
こ
と
は
出

来
て
も
、「
疲
労
」
が
取
れ
て

い
る
わ
け
で
は
な
い
と
指
摘
さ

れ
ま
し
た
。

　
ま
た
人
間
関
係
で
、「
辛
い
」

こ
と
を
分
か
っ
て
欲
し
い
と

思
っ
て
「
辛
い
表
情
や
態
度
」

を
と
っ
て
も
相
手
は

理
解
し
て
く
れ
ず
、

逆
に
「
私
が
き
ら
い

な
の
？
」
と
思
わ
れ

て
、
人
間
関
係
を
疎

遠
に
し
て
し
ま
う
だ

け
、「
笑
顔
」
で
接

す
る
方
が
忠
告
も
意

見
も
聞
い
て
も
ら
え

る
し
、「
笑
顔
」
を

作
る
だ
け
で
も
人
間

は
「
幸
せ
」
を
感
じ

や
す
く
な
る
と
話
さ

れ
ま
し
た
。

　
そ
し
て
「
ス
ト
レ

ス
」
が
心
に
悪
影
響
を
与
え
に

く
く
す
る
方
法
に
は
、
運
動

（
特
に
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
）
が
効

果
的
で
、
ス
ト
レ
ス
を
受
け
て

も
、
ス
ト
レ
ス
を
心
に
受
け
に

く
く
な
る
と
対
策
を
お
話
さ
れ

ま
し
た
。

　
講
演
の
後
は
、
４
年
前
に
は

風
雨
で
中
止
に
な
っ
た
「
あ
ご

湾
ク
ル
ー
ズ
」
を
楽
し
み
ま
し

た
。

　３月７～８日、日本医労連12春闘中央行動が行われ、全国から
約３００名が集まりました。全厚労からは前日の中執会議参加者
と当日からの各県労組のメンバーを加え、約20名が参加。政府
交渉団と国会議員要請団に分かれて、「医師・看護師増員、社
会保障拡充」を求めて行動しました。
　国会行動では衆議院議員２２０名、参議院議員１２４名に要請し、
新たに紹介議員４名（計35名）、賛同１名（計12名）になりました。
既に紹介議員になっていただいた議員には集まった署名を手渡し
ました。
　２日目の国会前座り込みは、前日の暖かさから一転、寒風と
小雨がぱらつく中での行動になりました。200名の白衣の行動
隊が寒さを堪えながら、国会に向けてリレートーク。被災地３県
を始め、厳しい現場実態を訴えました。

労
働
な
ど
労
基
法
違
反
を
な
く

し
て
い
こ
う
」
と
参
加
者
み
ん

な
で
確
認
し
ま
し
た
。

　
２
月
25
〜
26
日
、
香
川
県
丸

亀
市
に
お
い
て
西
日
本
ブ
ロ
ッ

ク
春
闘
討
論
集
会
が
行
わ
れ
、

１
０
５
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
今
年
の
集
会
で
は
、
昨
年
も

好
評
だ
っ
た
「
模
擬
団
交
」
を

さ
ら
に
発
展
さ
せ
、
各
県
で
課

題
と
な
っ
て
い
る
要
求
で
具
体

的
に
団
体
交
渉
を
行
お
う
と
、

代
表
３
県
の
執
行
部
が
そ
れ
ぞ

れ
に
追
及
す
る
形
式
を
取
り
ま

し
た
。

　
要
求
は
、
吉
田
労
組
が
「
看

護
研
究
の
時
間
外
賃
金
支
払

い
」
に
つ
い
て
、
大
分
か
ら
は

「
長
時
間
２
交
替
勤
務
の
導
入

問
題
」、
徳
島
で
は
「
ベ
ア
獲

得
と
勤
務
間
隔
12
時
間
以
上
」

で
、
そ
れ
ぞ
れ
30
分
程
度
、
全

厚
労
O
B
ら
を
経
営
者
に
見
立

て
て
交
渉
し
ま
し
た
。

　
労
組
側
は
い
つ
も
の
執
行
部

メ
ン
バ
ー
と
切
実
な
要
求
と
い

う
こ
と
で
、
職
場
の
具
体
的
な

実
態
を
出
し
て
の
追
及
や
本
音

の
交
渉
が
体
験
で
き
た
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
２
日
目
朝
に
行
わ
れ
た
記
念

講
演
で
は
、
お
馴
染
み
佐
々
木

司
先
生
か
ら
、
新
し
い
知
見
を

含
め
て
、
看
護
師
の
夜
勤
交
替

制
勤
務
の
有
害
性
を
踏
ま
え
た

負
担
軽
減
策
を
学
び
ま
し
た
。

　
そ
の
後
は
３
つ
の
分
散
会
に

分
か
れ
、
現
場
の
状
況
や
春
闘

で
の
課
題
に
つ
い
て
討
論
。
職

場
毎
に
多
様
な
問
題
や
要
求
が

あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
が
、

「
小
さ
な
こ
と
で
も
要
求
と
し

て
取
り
上
げ
、
団
体
交
渉
で

し
っ
か
り
と
訴
え
て
い
こ
う
」

「
法
律
を
学
ん
で
労
働
者
の
権

利
を
行
使
し
、
不
払
い

て
自
分
が
で
き
る
こ
と
か
ら
何

か
し
よ
う
！
と
い
う
こ
と
を
自

分
に
決
め
ま
し
た
。

　
今
も
な
お
、
復
興
の
真
っ
只

中
で
が
ん
ば
っ
て

い
る
福
厚
労
の
た

め
に
も
、
春
闘
に

向
け
て
絆
を
深
め
団
結
し
て
要

求
実
現
に
向
け
て
が
ん
ば
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

新
厚
労
　
和
田
祐
輔

　
２
月
10
日
、
三
北
ブ
ロ
ッ
ク

春
闘
討
論
集
会
が
福
島
市
で
行

わ
れ
、
42
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
集
会
の
前
に
東
日
本

大
震
災
で
大
き
な
被
害
を
受
け
、

今
も
な
お
福
島
第
一
原
発
の
放

射
能
被
害
に
よ
り
復
旧
の
目
途

が
立
た
な
い
南
相
馬
市
を
訪
れ

ま
し
た
。
福
厚
労
元
中
央
副
執

行
委
員
長
の
菅
野
晴
夫
さ
ん
よ

り
、
南
相
馬
市
の
仮
設
住
宅
、

福
島
第
一
原
発
の
20
キ
ロ
警
戒

区
域
の
検
問
所
、
津
波
の
被
害

を
受
け
た
地
区
を
説
明
と
と
も

に
案
内
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
震
災
か
ら
１
年
が
経
過
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
が
、
今
も
な

お
国
道
の
横
に
は
津
波
で
流
さ

れ
た
漁
船
が
撤
去
さ
れ
な
い
ま

ま
残
さ
れ
て
い
た
り
、
処
理
で

き
な
い
ま
ま
の
山
積
み
の
が
れ

き
や
営
業
し
て
い
な
い
多
く
の

店
舗
等
、
実
際
の
目
に
映
っ
た

光
景
は
復
興
と
い
う
に
は
ま
だ

ま
だ
程
遠
い
光
景
で
し
た
。
津

波
の
被
害
を
受
け
た
地
域
を
訪

れ
た
時
、
実
際
に
自
分
の
目
で

見
る
光
景
は
広
域
に
わ
た
り
津

波
で
す
べ
て
が
流
さ
れ
、
住
宅

地
図
に
は
名
前
が
あ
る
も
の
の
、

そ
の
あ
る
は
ず
の
家
が
津
波
で

す
べ
て
が
流
さ
れ
、
家
の
基
礎

だ
け
が
残
っ
て
生
活
し
て
い
た

環
境
が
す
べ
て
な
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
と
い
う
光
景
で
し
た
。

今
ま
で
テ
レ
ビ
を
通
じ
て
見
て

い
た
光
景
も
自
分
の
目
で
見
た

と
き
、
今
見
て
い
る
光
景
が
現

実
だ
と
い
う
こ
と
を
受
け
入
れ

る
こ
と
が
で
き
ず
、

な
ん
て
言
葉
を
出

し
て
い
い
か
わ
か

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

私
た
ち
が
当
た
り

前
と
思
い
生
活
し

て
い
る
こ
と
が
当

た
り
前
で
な
い
多

く
の
人
が
い
る
と

い
う
こ
と
、
不
自

由
の
な
い
生
活
を

し
て
い
る
自
分
に

と
っ
て
多
く
の
こ

と
を
考
え
さ
せ
ら

れ
ま
し
た
。
そ
し

産別中央行動に300名
寒風の国会前座り込みも寒風の国会前座り込みも

〜
南
相
馬
を
訪
れ
て
〜

三
北
ブ
ロ
ッ
ク

東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
へ

東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
へ

西
日
本
ブ
ロ
ッ
ク

模
擬
団
交
で
実
践
的
に

春
闘
を
た
た
か
う
決
意
へ

模
擬
団
交
で
実
践
的
に

春
闘
を
た
た
か
う
決
意
へ

東
海
ブ
ロ
ッ
ク

忙
し
い
、大
変
だ
か
ら
こ
そ

ス
ト
レ
ス
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を

忙
し
い
、大
変
だ
か
ら
こ
そ

ス
ト
レ
ス
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を

藤本技士長、大塚技士と看護師スタッフ

何もかも流された南相馬の町並み

▲
打
ち
上
げ
ら
れ
た
漁
船

攻める徳厚労の執行部

受
け
る
会
の
経
営
陣

冷たい雨の降る中、白衣で座り込む医療労働者の仲間たち 良好な人間関係づくりについて話す上野先生

全厚労
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出
産
や
子
ど
も
の
入
学
・
卒

業
な
ど
に
は
何
か
と
お
金
が
か

か
る
も
の
で
す
。
そ
ん
な
お
祝

い
事
に
も
給
付
が
出
る
慶
弔
共

済
で
す
が
、
け
っ
こ
う
給
付
漏

れ
が
多
い
ん
で
す
。

　
組
合
一
律
型
の
共
済
だ
か
ら

こ
そ
出
来
る
制
度
で
す
が
、
逆

に
通
常
の
民
間
保
険
で
は
取
り

扱
い
が
無
い
た
め
に
、
忘
れ
が

ち
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
退
職
や
入
学
・
卒
業
の
多
い

時
期
で
す
。「
お
子
さ
ん
は
お

い
く
つ
に
な
り
ま
し
た
？
」
と

声
を
掛
け
合
っ
て
申
請
漏
れ
を

な
く
し
ま
し
ょ
う
！

※
県
に
よ
っ
て
慶
弔
共
済

の
有
無
や
内
容
が
違
う

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で

詳
し
く
は
組
合
事
務
所

に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

締め切り：2012年4月20日消印有効
あて先：〒110－0013　東京都台東区入谷1－9－5－6F　全厚労ニュース係

当
選
者
１０
名
様
に
図
書
カ
ー
ド
を
差
し
上
げ
ま
す

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
の
答
え
と
本
紙
の
感
想
な
ど
を
添
え
て
下
記
あ
て
先
へ
お
送
り
く
だ
さ
い
。

当
選
の
結
果
は
発
送
を
も
っ
て
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
（
1
月
号
の
答
え
：
タ
ツ
ノ
オ
ト
シ
ゴ
）

　
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
を
家
で
考

え
よ
う
と
持
ち
帰
っ
て
い
た
ら
い
つ

の
間
に
か
80
歳
の
父
が
全
部
と
い
て

い
ま
し
た
。
夢
中
に
な
っ
て
い
た
の

だ
と
思
い
ま
し
た
。
今
年
は
災
害
の

な
い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
と
願
っ

て
い
ま
す
。
福
島
の
方
々
の
記
事
を

読
ん
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
頂
き
ま
し
た

（
富
山
）

　
い
つ
も
全
厚
労
ニ
ュ
ー
ス
を
楽
し

く
拝
読
し
て
い
ま
す
。
他
組
織
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
掲
載
さ
れ
て
い
る

の
で
大
変
勉
強
に
な
り
ま
す
。
被
災

さ
れ
た
皆
様
の
今
後
の
奮
闘
を
見
守

り
、
応
援
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

し
た
　
　
　
　
　
　
　
　（
北
海
道
）

　「
保
育
士
の
お
仕
事
」
ガ
ー
コ
の

家
を
読
み
、
わ
が
家
の
子
ど
も
2
人

も
病
院
隣
接
の
保
育
所
に
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
。
と
て
も
助
か
っ
た
も

の
で
す
。
今
は
良
い
思
い
出
で
す

（
新
潟
）

　「
保
育
士
の
お
仕
事
」
の
記
事
を

読
み
ま
し
た
。
女
性
が
働
き
や
す
い

職
場
を
作
る
た
め
に
は
色
々
な
方
の

力
を
借
り
て
い
る
ん
だ
と
改
め
て
感

じ
ま
し
た
　
　
　
　
　
　（
北
海
道
）

　
今
回
の
紙
面
で
は
私
の
職
場
に
あ

る
保
育
所
が
紹
介
さ
れ
て
お
り
い
つ

も
以
上
に
細
か
な
と
こ
ろ
ま
で
目
を

通
し
ま
し
た
。
育
児
を
支
援
す
る
こ

と
は
働
き
続
け
ら
れ
る
職
場
を
つ
く

る
の
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
大
切

な
条
件
だ
と
思
い
ま
す
　
　（
長
野
）

　
今
回
の
「
お
し
ご
と
探
検
隊
」
の

「
保
育
士
の
お
仕
事
」
は
以
前
に
職

場
保
育
所
の
運
営
に
か
か
わ
っ
て
い

ま
し
た
の
で
楽
し
く
読
ま
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ

て
下
さ
い
　
　
　
　
　
　
　（
新
潟
）

　
今
回
の
紙
面
は
保
育
所
や
結
婚
の

こ
と
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
出
産
・
育
児
と
女
と
し
て
、
と

て
も
興
味
深
く
拝
見
さ
せ
て
頂
き
ま

し
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
長
野
）

慶弔共済一口（月額100円）での
給付額（組合員一律加入）

死亡給付

住宅災害

障害給付

結婚給付
銀婚給付
出生給付
入学給付
卒業給付

退職給付

本人 5～10万
配偶者 25,000
子ども 10,000
火災 3～10万
その他 ～3万
本人 30,000
14日以上の
連続休業 7,500
本人 8,000
結婚25年目 5,000
本人の子 3,000
小・中学校 2,500
中学校 2,500
勤続3年以上 2,500
勤続20年以上 5,000

結婚・銀婚給付は二人とも組合員なら給付も2倍です！
（2人とも申請が必要です）

退職や子どもの入学・卒業でも給付退職や子どもの入学・卒業でも給付

医労連共済の医労連共済の忘れ
ないで！
忘れ
ないで！慶弔共済慶弔共済慶弔共済

栃木　野佐根正巳さん栃木　野佐根正巳さん

　徳厚労期待の新人、執行委員の椹口（せきぐ
ち）浩之さんを紹介します。
　椹口さんは、昨年度協同支部の執行委員とし
て活躍され、その行動力と誠実な性格から本部
執行委員に推薦されました。
　私生活では２児のパパでもあり、『亭主関
白？』らしいですが、仕事では女性以上に気配

りができ、同僚や患者様から信頼されて
います。お酒が大好きで、飲めば陽気な
おばちゃんと言った感じです。
　全厚労の皆様、各地で見かけたらお酒
片手に是非、話しかけてみてくださいね！

　栃厚労副執行委員長の野佐根正巳（ヤザネ　
マサミ）です。県内でも珍しい名字です。支部
は石橋支部で、支部長も兼務しております。職
種は医事課で入院請求を担当しております。
　栃木は以前、７事業所（４病院、健管センター、
看護学校、本所）あったのですが、現在では３
事業所（２病院、本所）まで縮小してしまいま
した。そして現在、下都賀総合病院の移転新築
に伴う流れの中で、下都賀も厚生連から分離し、
新医療法人（栃木市構想）に移行するとの話も
出ています。そんな中でも、スタッフはみんな

明るく日々の業務を頑張っています。スタッフの笑顔が患者さ
んへの最初のくすりだと思います。国の医療政策やＮｓの業務
繁忙、経営陣の不甲斐無さ、患者権利意識の過剰言動などなど、
愚痴や不満で満ち溢れていますが、安心して働き続けられる労
働条件獲得のために奮闘したいと思います。

各県・現場で運動に、趣味に、
仕事に頑張る人々を紹介するコ
ーナーです。
第61回は栃木・徳島にお願いを
しました。

徳島　椹口浩之さん
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